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第
７
回
通
常
総
代
会

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　
令
和
５
年
６
月
21
日
、
栃
木
県
農
業
共
済
組
合
芳
賀
支
所
に
て
第
７
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
２
４
１
名
の
う
ち
、
本
人
出
席
１
０
４
名
、
書
面
出
席
１
３
３
名
の
出
席
を
得
て
、
慎
重
な
る
審

議
に
よ
り
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
７
月
１
日
の
役
員
互
選
会
に
お
い
て
、
新
た
な
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
農
業
保
険
制
度
の
意
義
を
発
信
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
農
業
保
険
事

業
の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
組
合
長
理
事

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
責
任
の
重
さ
を
強
く
認
識

し
、
全
力
で
職
務
に
あ
た
ろ
う
と
決
意
し
て
お
り

ま
す
。

　
先
ご
ろ
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
で

は
、
強
靭
で
持
続
可
能
な
農
業
・
食
料
シ
ス
テ
ム

の
確
立
が
急
務
と
さ
れ
、
声
明
に「
国
内
農
業
資

源
の
活
用
」「
現
地
生
産
力
の
向
上
」な
ど
の
事
項

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
日
本
農
業
の
中
長
期
的
な
指
針
と
な
る「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
」の
検
証
部
会
で
は
、
我
が
国

の
農
業
が
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え

て
い
る
と
強
調
し
て
い
ま
す
。「
国
民
一
人
一
人

の
食
料
安
全
保
障
」が
掲
げ
ら
れ
、
国
内
生
産
の

増
大
を
基
本
に
、
再
生
産
の
可
能
な
価
格
水
準
を

実
現
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
今
後
検
討
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
し
て
も
、
自
然
災
害
や
市
場
価

格
の
下
落
な
ど
に
対
応
し
、
皆
様
に
安
心
し
て
営

農
を
続
け
て
頂
く
た
め「
農
家
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
」と
し
て
の
役
割
を
十
二
分
に
発
揮
し
て

い
く
所
存
で
す
。

　
今
後
と
も
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
皆
様
の
信
頼

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

令和４年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書及び剰余
金処分案並びに不足金処理案の承認について第１号議案

令和５年度事業計画並びに収支予算の決定について第２号議案

令和５年度事務費賦課額及び賦課方法の決定について第３号議案
役員、損害評価会委員、損害評価員、共済部長及び顧問弁護士の報酬
決定について第４号議案

役員退任慰労金の支給について第５号議案

余裕金預入先金融機関決定について第６号議案
事業資金の借入金（一時借入金及び退職給与金施設転貸福祉貸付借入金
を除く）限度額、借入方法、利息の利率及び償還方法決定について第７号議案

理事、監事の選任について第８号議案

損害評価会委員の選任について第９号議案

事業規程の一部改正について第10号議案

栃木県農業共済組合における実施体制改善計画について第11号議案

農業共済事業に基づくニーズ調査について第12号議案

附帯決議について第13号議案

ご
挨
拶

栃
木
県
農
業
共
済
組
合人

見
二
三
夫

組
合
長
理
事

理事

河宇支所
阿部 律也

理事

芳賀支所
鶴見 昭

組合長理事

那須北支所
人見 二三夫

副組合長理事

上都賀支所
日向野 孝一

理事

塩谷支所
小室 宗徳

理事

那須中央支所
人見 允

理事

那須南支所
小川 洋一

理事

県南支所
粂川 秀夫

理事

安足支所
鈴木 憲

監事

河宇支所
福田 松男

代表監事

塩谷支所
赤塚 啓紀

監事

学識経験者
山形 順一

▲神谷治之 議長（上都賀支所） ▲大塚祐司 議長（塩谷支所）
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1兆8,837億
5,456万4千円

合 計

1兆8,787億
3,837万9千円

合 計

32億
3,566万8千円

合 計

令和4年度  特筆すべき被害令和5年度  基本方針

令和4年度 事業実績令和5年度 事業計画

組織再編（支所統合）の検討
　組合の安定的かつ効率的な運営基盤を確立するため、9支
所体制を見直し支所統合を検討します。
　これまで以上の合理化・効率化により、将来の農業保険の
維持・向上に努めます。

コンプライアンス及びリスク管理の実践
　農業者から信頼される組織であるために、情報開示や説明責
任の徹底、コンプライアンスを踏まえた事業運営を周知します。
　組合及び組合員が損失を被る各種リスクを把握し、リスク
の管理に取り組みます。

農業保険加入推進の取り組み
　制度共済と収入保険制度の両制度を、農業者のニーズに
合わせて推進します。
　特に収入保険制度については、新たな加入目標の達成を期
すとともに、有資格者である青色申告者の拡大に努めます。

「未来へつなぐ」サポート運動への取り組み
　「より身近に、より丁寧に、農家のもとへ」をスローガンに、
経営改善アドバイザーとして農業者の経営実態に即した最適
なプランを提案し、役職員一丸となり農業保険を通じてセー
フティーネットを提供します。

共済金額（補償額） 支払共済金引受目標金額
0 100億 200億 300億 400億 1兆7,000億800億 1,200億

（円）
234億9,701万1千円

19億9,223万円

2億4,338万7千円

2億3,998万5千円

483億5,935万9千円

1兆7,000億円

815億円

270億860万円

8億3,332万円

67万2千円

共済目的
農作物共済（水陸稲）
農作物共済（麦）
死亡廃用共済
疾病傷害共済
果樹共済

畑作物共済（大豆）
畑作物共済（蚕繭）
園芸施設共済
建物共済
農機具共済

保管中農産物補償共済
合 計

3,982,460ａ
552,610ａ
145,965頭
67,182頭
6,255ａ
63,319ａ

9箱
33,534棟
133,985棟
15,789台

65口

引受
25,489,693千円
2,276,053千円
28,700,961千円
766,161千円
271,615千円
265,933千円

605千円
49,466,128千円
169,130,861万円
8,012,762万円

6,500万円
1,878,738,379千円

共済金額 支払対象件数
15,308千円
150,560千円
1,246,662千円
563,986千円
1,636千円
9,947千円

0千円
88,415千円
886,618千円
272,536千円

0千円
3,235,668千円

支払共済金
240人
754人
7,255頭
45,206件

4人
51人
0人

778棟
1,479棟
1,116台

0口

農作物共済（水陸稲） 
農作物共済（麦） 
死亡廃用共済 
疾病傷害共済 
果樹共済 
畑作物共済（大豆） 
畑作物共済（蚕繭） 
園芸施設共済 
建物共済 
農機具共済 
保管中農産物補償共済 

共済目的
3,960,660ａ
475,300ａ
165,010頭
72,010頭
5,500ａ
57,000ａ

9箱
32,823棟
134,000棟
15,870台

80口

引受目標
23,497,011千円
1,992,230千円
27,008,600千円
833,320千円
243,387千円
239,985千円

672千円
48,359,359千円

1,700,000,000千円
81,500,000千円

80,000千円
1,883,754,564千円

引受目標共済金額

合 計

0100億200億300億1兆7,000億 800億
（円）

254億8,969万3千円

22億7,605万3千円

2億7,161万5千円

2億6,593万3千円

60万5千円

494億6,612万8千円

1兆6,913億861万円

801億2,762万円

287億96万1千円

7億6,616万1千円

6,500万円

0 2億 4億 6億 12億8億 10億
（円）

1,530万8千円

1億5,056万円

163万6千円

994万7千円

0円

8,841万5千円

2億7,253万6千円

0円

農作物共済（水稲）
風水害

農作物共済（麦）
土壌湿潤害

畑作物共済（大豆）
土壌湿潤害

園芸施設共済
風害

農機具共済
転覆

果樹共済
凍霜害

　農業経営の基幹的なセーフティーネットである農業保険をすべての農業者に提供するため、関係機関と連携して制度の仕
組みを周知し、組織を挙げて加入推進に取り組みます。

8,000万円

12億4,666万2千円

5億6,398万6千円

農作物共済（水陸稲）

農 作 物 共 済（麦）

死 亡 廃 用 共 済

疾 病 傷 害 共 済

果 樹 共 済

畑 作 物 共 済（大豆）

畑 作 物 共 済（蚕繭）

園 芸 施 設 共 済

建 物 共 済

農 機 具 共 済

保管中農産物補償共済

農作物共済（水陸稲）

農 作 物 共 済（麦）

死 亡 廃 用 共 済

疾 病 傷 害 共 済

果 樹 共 済

畑 作 物 共 済（大豆）

畑 作 物 共 済（蚕繭）

園 芸 施 設 共 済

建 物 共 済

農 機 具 共 済

保管中農産物補償共済

8億8,661万8千円
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「
安
心
の
未
来
」拡
充

運
動
優
秀
基
礎
組
織

■
栃
木
県
農
業
共
済

　
組
合
長
感
謝
状

宇
都
宮
市

農
事
組
合
法
人

石
那
田
フ
ァ
ー
ム

さ
く
ら
市

塩
野
谷
農
業
協
同

組
合
梨
部
会

那
須
烏
山
市

農
事
組
合
法
人

ア
グ
リ
フ
ァ
ー
ム
大
桶

上
三
川
町

上
野 

　
　勝

上
野 

　秋
男

田
村 

　
　正

野
澤 

　
　功

高
森 

　茂
久

猪
瀬 

　正
明

須
田 

　
　司

町
田 

　文
夫

田
口 

　紀
男

上
野 

　一
弘

菊
地 

　弘
幸

野
澤 

　秀
清

齋
藤 

　康
行

金
田 

　
　隆

大
柿 

　丈
彦

大
柿 

　
　清

藤
田 
　
　守

野
村 
　利
夫

福
田 
　松
男

福
田 

　幸
次

永
岡 

　貞
利

廣
田 

　義
則

髙
橋 

　
　徹

関
口 

　建
司

鈴
木 

　博
英

金
田 

　友
夫

宇
賀
神 

武
雄

真
板 

　
　誠

鹿
沼
市

加
藤 

　
　浩

瓦
井 

　良
一

鈴
木 

　章
由

臼
井 

　誠
延

菅
野
谷 

文
男

矢
口 

　敏
雄

伊
佐
野 

一
祥

高
島 

　正
夫

下
妻 

　
　清

篠
崎 

　秀
男

青
木 

　和
夫

天
谷 

　一
良

大
橋 

　清
秀

早
乙
女 

辰
也

日
光
市

山
川 

　芳
衛

大
門 

　
　孝

宮
田 

　三
男

上
野 

　三
郎

石
崎 

　正
文

小
島 

　
　誠

益
子
町

吉
川 

　
　亨

小
島 

　久
之

菊
島 

　
　誠

藤
沢 

　勝
男

岩
崎 

　理
二

添
田 

　文
子

茂
木
町

冨
田 

　欣
也

髙
根
澤 

一
幸

七
井 
　利
男

栗
田 
　輝
雄

小
林 
　才
夫

小
林 

　孝
壽

古
田
土 

良
夫

涌
井 

二
三
男

五
味
渕 

尚
一

檜
山 

　俊
男

檜
山 

　宗
一

関 

　
　敏
明

檜
山 

　武
夫

生
井 

　敏
朗

澤
村 

　悦
男

市
貝
町

飯
島 

　
　昇

稲
見 

　正
幸

藤
平 

　
　勝

和
田 

　
　奛

横
山 

　
　忠

髙
梨 

　好
雄

関
澤 

　
　昭

芳
賀
町

菊
池 

　隆
雄

磯 

　
　和
巳

泉
田 

　精
一

八
木
澤 

嘉
勝

植
木 

　久
雄

中
澤 

　良
廣

矢
板 

　康
徳

郡
司 

　兼
典

藤
田 

　
　進

蓮
實 

　幸
夫

郡
司 

　雅
章

鈴
木 

　雄
一

小
野 

　幹
夫

熊
田 

　
　進

藤
田 

　
　浩

川
嶋 

　雅
彦

鈴
木 

　
　隆

髙
倉 

　
　孝

益
子 

　次
雄

渡
辺 

　昭
雄

大
平 

　哲
男

鈴
木 

　秀
樹

木
村 
　正
秀

藤
田 
　隆
雄
　

那
須
塩
原
市

道
音 

　一
雄

村
松 

　正
男

小
林 

　光
明

松
本 

　則
男

人
見 

　武
男

月
井 

　克
紀

池
田 

　
　伝

桜
井 

　章
一
　

那
須
町

平
山 

　茂
二

室
井 

　由
喜

小
山
市

森
田 

　惠
介

大
澤 

　和
夫

阿
久
津 

智
彦

鈴
木 

　正
一

小
田 

　一
夫

松
下 

　一
男

横
田 

　一
雄

斉
部 

　永
治

川
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　久
夫

初
澤 

　正
治

相
川 

　祥
男

山
岸 

　万
美

平
間 

　好
一

稲
葉 

　
　要

青
山 

　敏
光

渡
辺 

　照
明

大
森 

　久
喜

茂
呂 

　芳
信

茂
呂 

　憲
一

松
本 

　正
行

諏
訪 

　祐
司

末
柄 

　一
郎

大
橋 

　亨
三

鈴
木 

　英
雄

生
沼 

　孝
春

野
木
町

秋
元 

　祐
二

小
野 

　善
行

真
瀬 

　正
昭

舘
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　悦
男

栃
木
市

柏
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　一
美

石
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　勝
英

毛
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　渡

櫻
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　文
雄

時
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　栄

青
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夫

勅
使
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静
江

高
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　孝
作

秋
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　清

飯
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行

永
島 

日
出
男

阿
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　文
夫

小
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　惠
一

日
野 

　光
明

落
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　正
行

大
関 

　正
雄

前
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　修
司

関
谷 

　久
子

田
島 

　恭
次

萩
原 

　誠
一

森
沢 

　喜
一
　

足
利
市

嶋
田 

　
　豊

須
永 

　厚
子

増
田 

　隆
夫

森
田 

　英
樹

長 

　
　文
男

久
保 

　福
造

柴
﨑 

　壽
夫

栗
原 

　
　武

植
竹 

　
　稔

上
原 

　
　稔

新
井 

　
　薫

長
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　孝
好

原
田 

　忠
一

早
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　光
一

中
井 

　敬
一

河
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　義
昭

田
米
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利
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前
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鹿
沼
市

齋
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　正
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日
光
市

柴
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也

柴
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　洋
一

茂
木
町

大
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男
　

市
貝
町

高
木 

　定
夫

芳
賀
町
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さ
く
ら
市

髙
垣 

　隆
男

細
川 

　洋
資

大
田
原
市

松
本 

　真
一
　

那
須
塩
原
市

田
代 

　功
二

泉 

　
　い
く  

那
須
町

髙
久 

　栄
一
　

那
珂
川
町

大
森 

　秀
一

小
山
市

大
橋 

　茂
信

福
田 

　光
一
　

栃
木
市

柿
沼 

誠
一
郎

井
谷
田 

　努
　

佐
野
市

山
本 

　
　廣

足
利
市

服
部 

　照
之

大
島 

　昭
明

下
野
市

蓬
田 

　政
治

舘
野 

　正
美

髙
沼 

　
　満

伊
澤 

　義
憲

慶
野 

　耕
一

高
山 

　
　明

星
野 

　勝
美

川
中
子 

和
美

稲
葉 

　
　実

青
柳 

　
　繁

小
平 

　明
英

舘
野 

　豊
茂

近
藤 

　
　昇

大
橋 

　淳
之

諏
訪 

　光
義

宇
都
宮
市

片
岡 

　洋
子

小
嶋 

　俊
則

髙
橋 

　恭
一

小
野 

　栄
一

中
澤 

　敏
美

郷
間 

　清
博

斎
藤 

　英
文

半
田 

　榮
作

鈴
木 

　勝
夫

市
村 

　勝
男

柏
矢
倉 

恵
一

田
崎 

　啓
一

南
木 

　明
雄

南
木 

　道
夫

髙
松 

　仲
雄

増
渕 

　久
五

大
橋 

　法
明

小
林 

　恒
夫

坂
本 

　康
夫

山
口 

　智
三

大
関 

　
　勝

坂
寄 

　喜
雄

柴
田 

　達
也

福
田 

　一
郎

星 

　
　伸
一

鷹
觜 

　良
明

手
塚 

　信
行

小
池 

　安
久

絵
面 

　宏
司

田
井 

　
　誠

阿
久
津 

一
郎

福
田 

　克
行

手
塚 

　公
男

福
田 

　保
一

山
室 

　悦
朗

真
岡
市

柳 

　
　直
樹

早
水 

　英
明

髙
松 

　正
男

大
塚 

　達
夫

仁
平 

　敏
行

関
口 

　仁
志

市
村 

　
　守

手
塚 

　昭
夫

大
塚 

　正
美

小
山 

　考
一

阿
久
津 

健
二

鶴
見 

　
　昭

菊
地 

　
　薫

飯
塚 

　啓
作

川
上 

　幸
吉

川
上 

　一
行

仙
波 

　信
夫

仙
波 

　
　保

宮
川 

　
　隆

浜
野 

　
　格

松
本 

　光
近

賀
川 

　正
基

中
島 

　秀
雄

賀
川 

　正
一

平
石 

　久
夫

野
沢 

　義
一

渡
辺 

　武
夫

阿
久
津 

裕
之

荒
井 

　博
志

玉
木 

　市
郎

沼
能 

　昭
明

小
林 

　俊
夫

若
狭 

　和
清

大
鐘 

　
　弘

岡
田 

　周
平

岡
田 

　雅
宏

桜
井 

　
　孝

山
本 

　
　聖

佐
間
田 

　誠

矢
板
市

大
島 

　國
男

福
田 

　
　勝

塩
谷
町

村
上 

　孝
雄

蜂
須
賀 

孝
夫

杉
山 

　修
一
　

さ
く
ら
市

手
塚 

　央
雄

大
森 

　
　隆

坂
本 

　房
雄

小
口 

　政
美

綱
川 

　
　仁

笹
沼 

　英
次

八
木
沢 

孝
一

田
代 

　真
一

藤
澤 

　
　稔

金
子 

　順
一

五
江
渕 

　正
　

高
根
沢
町

上
野 

　公
義

磯 

　
　孝
男

大
田
原
市

井
上 

　
　浩

平
岡 

　信
治

斉
藤 

　龍
一

永
山 

　一
美

常
盤 

　富
夫

大
森 

　
　樹

薄
井 

　正
志

小
林 

　昭
雄

佐
藤 

　正
光

津
田 

　
　潤

岸 

　勇
一
郎

八
木
沢 

賢
一

佐
藤 

　建
男

薄
井 

　光
雄

三
森 

　
　孝

髙
松 

美
知
雄

髙
﨑 

　勝
寿
　

那
須
烏
山
市

小
堀 

　
　操

鈴
木 

　敏
造

大
島 

　弘
幸

桒
﨑 

　裕
二

萩
原 

　
　勲

荒
井 

　和
美

髙
久 

　和
雄

中
澤 

　良
雄

佐
藤 

　善
明

田
中 

　雄
二

小
池 

　秀
治

中
山 

　
　股

平
塚 

　勇
一

鈴
木 

　髙
昭

那
珂
川
町

小
髙 

　一
成

磯
野 

　元
寿

大
金 

　安
男

佐
藤 

　廣
美

小
髙 

　光
徳

佐
藤 

　次
男

大
森 

　勝
広

鈴
木 

　芳
夫

阿
久
津 

　尚

佐
藤 

　幸
一

　

令
和
４
年
度

「
安
心
の
未
来
」

拡
充
運
動

成
績
優
秀
表
彰

五
十
畑 

賢
治

山
市 

　武
利

関
根 

　
　仁

横
田 

　一
雄

早
乙
女 

正
司

川
俣 

　秀
雄

山
崎 

　幸
行

飯
田 

　
　稔

戸
田 

　良
知

柏
倉 

　美
治

成
瀬 

冨
美
男

小
島 

　靖
夫

須
藤 

　法
男

宇
賀
耶 

文
則

牛
久 

　秀
一

鈴
木 

　重
雄

田
邊 

　芳
男

大
出 

香
代
子

増
山 

　信
行

小
野 

　吉
信

落
合 

　一
夫

縫
村 

　信
夫

臼
井 

　好
人

壬
生
町

橋
本 

　
　昇

大
橋 

　好
一

荒
川 

　崇
夫

中
川 

　健
市

柏
嵜 

　武
志

渡
辺 

　賢
治

佐
野
市

毛
塚 

　
　功

舘
野 

　光
男

大
朏 

　
　孝

店
網 

　太
一

篠
﨑 

　
　晃

糸
井 

　雅
之

島
田 

　
　進

川
村 

　初
一

若
田
部 

　明

入
江 

　泰
三

亀
田 
　
　明

　
■
全
国
農
業
共
済

　
協
会
長
賞

〈
建
物
共
済
の
部
〉

宇
都
宮
市

石
﨑 

　光
治

〈
農
機
具
共
済
の
部
〉

栃
木
市

田
中 

　
　誠

■
関
東
地
区
農
業
共
済

　
建
物
推
進
協
議
会
長
賞

〈
建
物
共
済
の
部
〉

矢
板
市

坂
主 

　吉
正

那
須
塩
原
市

磯 

　
　庄
吉

〈
農
機
具
共
済
の
部
〉

日
光
市

髙
橋 

　徳
男

佐
野
市

松
島 

　久
男

■
栃
木
県
農
業
共
済

　
組
合
長
表
彰

　（
優
秀
推
進
員
）

下
野
市

澤
野 

　信
男

野
邉 

百
合
子

　

■
栃
木
県
農
業
共
済

　
組
合
長
感
謝
状

　（
優
秀
推
進
員
）

宇
都
宮
市

菱
沼 

　
　修

矢
口 

　
　誠

大
柿 

　
　清
　

鹿
沼
市

早
乙
女 
辰
也

日
光
市

福
田 

　
　茂

福
田 

　善
次

真
岡
市 

林 

　富
士
雄

亀
田 

　
　誠

益
子
町

久
野 

加
津
男

矢
板
市

貝
塚 

　真
夫

塩
谷
町

川
村 

　訓
利

高
根
沢
町

川
俣 

　聖
寿

大
田
原
市

小
野
崎 

　勲

浅
井 

　智
明

那
須
塩
原
市

小
野
崎 

　猛

池
田 

　
　伝

那
須
町

白
井 

　信
一

舟
木 

　
　誠
　

那
珂
川
町

高
野 

　康
雄
　

栃
木
市

篠
崎 

　一
男

坂
本 

　美
次

高
久 

　正
美

受
賞
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
の
祝
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

令
和
４
年
度

任
意
共
済
事
業
表
彰

令
和
４
年
度

農
業
保
険
事
業

協
力
者
表
彰
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損害防止事業のNOSAI

農作物共済

園芸施設共済

獣害防止施策
　獣害対策のために防護柵や捕獲用罠を設置した組合員に、設置にかかった経費の
一部を助成しています。増設や新たに更新したものも対象です。

積算温度計の設置薬剤散布経費補助
　病害虫発生の未然防止や品質向上のため、無人ヘリコプター等
で薬剤散布を行う団体に対し、経費の一部を助成しています。令
和4年度は県内60団体に対して約1,600万円の助成を行いました。

補修材配布
　ハウスに受けた被害の拡大防止のため、
被覆材の補修テープを配布しています。

NOSAIでは、対象となる制度共済加入者や収入保険制度加入者に向けて、
損害を未然に防ぐための活動を行っています。

鹿
沼
市
加
園

片
庭 

松
夫
さ
ん（
76
歳
）

か
た 

に
わ
　ま
つ  

お

　
自
宅
は
加
蘇
地
区
と
い
う
中
山
間

地
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ

や
シ
カ
に
よ
る
食
害
が
多
く
、
50
代

の
頃
に
わ
な
猟
免
許
を
取
得
し
ま
し

た
。

　
現
在
近
隣
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、

加
蘇
地
区
の
山
に
く
く
り
罠
を
設
置

し
月
に
30
頭
ほ
ど
駆
除
し
て
い
ま
す
。

　
使
用
す
る
罠
は
１
セ
ッ
ト
約
４
０

０
０
円
し
ま
す
の
で
、
助
成
は
大
変

助
か
っ
て
い
ま
す
。
作
物
へ
の
食
害

も
も
ち
ろ
ん
防
い
で
い
ま
す
が
、
自

動
車
と
衝
突
す
る
よ
う
な
事
故
も
減

り
、
地
域
住
民
の
安
全
に
も
繋
が
っ

て
い
ま
す
。

水
稲
65
ａ

　
初
年
よ
り
収
入
保
険
制
度
に
加

入
し
て
い
ま
す
。

　「
お
い
し
い
な
し
づ
く
り
」は
父

の
代
か
ら
使
用
し
て
い
ま
す
。
仕

立
て
の
基
礎
や
薬
散
散
布
の
タ
イ

ミ
ン
グ
が
イ
ラ
ス
ト
付
き
で
記
載

さ
れ
て
お
り
、
自
分
の
園
地
に
合

わ
せ
て
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
左
の
ペ
ー
ジ
が
作
業
日
誌
、
右

が
現
金
日
記
と
な
っ
て
お
り
、
前

年
の
作
業
が
一
目
で
分
か
る
の
で

参
考
に
し
て
い
ま
す
。

芳
賀
町
稲
毛
田

山
本 

聖
さ
ん（
68
歳
）

や
ま
も
と 

さ
と
し

な
し
2.8 

ha

な
し
2.5 

ha

栃
木
市
大
平
町
下
皆
川

椎
名 

信
夫
さ
ん（
70
歳
）

し
い  

な     

の
ぶ   

お

　
大
平
山
の
ふ
も
と
に
住
ん
で
い
ま

す
。
以
前
か
ら
イ
ノ
シ
シ
の
出
没
は

あ
り
ま
し
た
が
、
３
年
ほ
ど
前
か
ら

は
平
地
や
住
宅
街
に
あ
る
ほ
場
で
も

食
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
２
年
前
か
ら
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
助
成

を
受
け
て
電
気
柵
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
設
置
す
る
機
械
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
購
入
し
ま
し
た
。
費
用
は

１
セ
ッ
ト
約
14
万
円
で
す
。

　
市
か
ら
の
補
助
と
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

助
成
で
、
持
ち
出
し
は
１
割
未
満
で

済
ん
で
い
ま
す
。
目
に
見
え
て
効
果

が
あ
る
の
で
非
常
に
助
か
っ
て
い
ま

す
。

水
稲
72
ａ

家畜共済

果樹共済
「おいしいなしづくり」配布

栽培暦や防除暦の管理ノート「おいしいなしづくり」を作成し、配布しています。

　股関節脱臼の防止用バンドや子牛の防寒ジャケット、ハエ取りシートなどの
物品配布や、ビタミン剤や生菌製剤などの薬剤配布を行っています。

物品および薬剤配布各種検査の実施
　事故低減に向けた
飼養管理の向上のた
め、関係機関と協力
して乳汁の細菌検査
や血液検査を実施し、
指導を行っています。

　
受
粉
用
ミ
ツ
バ
チ
で
は
受
粉
に

至
ら
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
人

工
授
粉
を
徹
底
し
結
実
不
足
を
減

ら
す
こ
と
が
安
定
生
産
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
清
原
支
部
で
は
、
受
粉
用
の
花

粉
採
取
を
共
同
の
花
粉
畑
で
行
っ

て
お
り
、
授
粉
樹
の
維
持
管
理
に

補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
薬

剤
散
布
は
研
究
部
に
所
属
す
る
若

手
部
会
員
が
交
代
で
行
っ
て
い
ま

す
。
共
同
作
業
な
の
で
、
防
除
に

か
か
る
費
用
を
ま
か
な
え
る
の
は

助
か
り
ま
す
。

薬剤散布経費補助
病害虫発生の未然防止や品質向上のため、薬剤散布経費の一部を助成しています。

自記温度計の
設置

　凍霜被害の把握や
事後対策に活用する
ため、降霜リスクの高
い3月中旬から5月中
旬の期間に、組合員
協力のもと県内65か
所の園地に自記温度
計を設置しています。
　得られたデータは
国の認定審査資料や
県の生育診断等にも
利用されています。

宇
都
宮
市
氷
室
町

Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や
梨
専
門
部

清
原
支
部
長

柳 

憲
光
さ
ん（
49
歳
）

や
な
ぎ 

の
り
み
つ

　
健
康
な
子
牛
が
収
益
に
直
結
す
る

繁
殖
農
家
で
す
。

　
損
害
防
止
用
品
の
子
牛
用
防
寒

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、
頑
丈
で
保
温
性
が
高

く
、
複
数
年
使
え
る
の
で
重
宝
し
て
い

ま
す
。
市
販
の
安
価
な
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

と
組
み
合
わ
せ
、
特
に
虚
弱
な
子
牛

な
ど
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
装
着
し

や
す
く
サ
イ
ズ
調
整
も
可
能
で
、
体

調
を
崩
し
た
子
牛
で
も
早
期
回
復
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
冬
場
の
下
痢
と

風
邪
の
合
併
症

は
、
病
状
を
発
見

し
た
時
に
は
手
遅

れ
な
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
子
牛
の

体
温
低
下
を
防
げ

る
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は

事
故
の
防
止
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　水稲の収穫適期を把握するため、組
合員協力のもと県内107か所のほ場に積
算温度計を設置しています。
　定期的な観察を行うとともに、結果を
ホームページで公開しています。

受粉樹の防除をする
若手部会員、川上達典さん

那
須
町
大
字
高
久
乙

秋
元 

一
繁
さ
ん（
48
歳
）

あ
き
も
と  

か
ず
し
げ

長
女
・
優
花
さ
ん（
23
歳
）

ゆ
う  

か

和
牛
生
産 

経
産
牛
60
頭
、

 

未
経
産
牛
30
頭

秋
元
農
場
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建 物 共 済建 物 共 済

　
宇
都
宮
市
中
里
町
に
あ
る
、
大

雨
・
火
災
・
地
震
・
大
風
な
ど
の
災

害
を
疑
似
体
験
で
き
る
施
設
で
す
。

　
入
館
は
無
料
で
す
。
ご
家
族
や

ご
友
人
同
士
で
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
！

人
的
被
害
の
対
策
は
？

栃
木
県
防
災
館

　  

館
長  

駒
田 

文
雄 

さ
ん

こ
ま   

だ       

ふ
み   

お

落雷対策

　
雷
が
確
認
さ
れ
た
日
を

雷
日
数
と
い
い
、
栃
木
県

は
暖
候
期
の
雷
日
数
が
全

国
一
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
宇
都
宮
市
の
雷
日
数
は

平
均
26•

５
日
。
４
月
か

ら
９
月
の
暖
か
い
時
期
で

は
平
均
24•

２
日
に
の
ぼ

り
ま
す
。
こ
れ
は
年
間
の

雷
の
内
、
９
割
以
上
が
夏

の
間
に
発
生
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
建
物
へ
の
落
雷
は
、
停

電
や
電
化
製
品
の
故
障
、

衝
撃
に
よ
る
瓦
や
柱
の
破

損
の
ほ
か
、
火
災
の
大
き

な
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

　
県
内
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
台
風
は
、
直

近
で
は
令
和
元
年
の
東
日

本
台
風（
台
風
19
号
）が

あ
り
ま
す
。

　
県
内
の
建
物
被
害
は
全

壊
83
棟
、
半
壊
５
２
５
２

棟
、
一
部
損
壊
８
７
４
４

棟
、
床
上
・
床
下
浸
水
１

４
３
棟
に
の
ぼ
り
ま
す
。

農
業
関
係
で
は
総
額
１
７

７
億
円
以
上
の
大
き
な
被

害
に
な
り
ま
し
た
。

　
台
風
被
害
で
は
、
強
風

に
よ
る
屋
根
や
外
壁
の
損

壊
、
瓦
の
落
下
に
よ
る
雨

漏
り
や
、
倒
木
に
よ
る
家

屋
や
車
両
へ
の
被
害
が
考

え
ら
れ
る
ほ
か
、
床
上
・

床
下
浸
水
は
異
臭
の
発
生

や
カ
ビ
・
腐
食
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

　
屋
外
に
い
る
場
合
は

姿
勢
を
低
く
し
て
く
だ

さ
い
。

　
立
ち
木
か
ら
は
枝
葉

を
含
め
て
２
ｍ
以
上
離

れ
、
か
つ
45
度
の
角
度

の
地
点
は
比
較
的
安
全

で
す
。
そ
れ
以
上
離
れ

る
と
か
え
っ
て
落
雷
の

危
険
が
高
ま
り
ま
す
。

　
壁
に
寄
り
か
か
っ
て

い
る
と
、
落
雷
が
壁
を

伝
い
感
電
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
で
き
る

だ
け
部
屋
の
中
央
に
い

る
の
が
い
い
で
し
ょ

う
。人

的
被
害
の
対
策
は
？

　
災
害
時
は「
正
常
性

バ
イ
ア
ス
」が
か
か
り

や
す
い
状
態
に
な
り
ま

す
。「
自
分
だ
け
は
大

丈
夫
」と
い
う
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
町
に
よ
る
最
新
版

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

確
認
し
、
非
常
持
出
袋

を
玄
関
に
用
意
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　
冠
水
時
の
避
難
は
ひ

も
靴
で
。
長
靴
は
水
が

入
る
と
脱
げ
や
す
く
な

り
逆
に
危
険
で
す
。
ホ

イ
ッ
ス
ル
や
杖
が
わ
り

の
傘
が
あ
る
と
更
に
安

心
で
す
。

建
物
へ
の
対
策
は
？

　
日
頃
か
ら
建
物
の
チ
ェ
ッ
ク
を
こ
ま
め
に
行
い
、
異
常
が
な
い
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　
下
屋
・
雨
ど
い
・
雨
戸
な
ど
に
破
損
が
あ
れ
ば
補
修
し
、
倒
れ
る
恐
れ

の
あ
る
も
の
は
屋
内
に
収
納
・
固
定
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
側
溝
・
雨
ど
い

の
ご
み
詰
ま
り
は
、
想
定
外
の
場
所
か
ら
の
溢
水
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、
天
候
が
悪
化
す
る
前
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
強
い

雨
の
中
、
田
畑
の
様
子
を
見
に
行
く
の
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

建
物
へ
の
対
策
は
？

　
避
雷
針
な
ど
の
避
雷
設
備
、
雷
防
護
ア
ダ
プ
タ
な
ど
の
避
雷
装
置
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

駒
田
館
長
に
落
雷
、

台
風
時
の
対
策
を

教
え
て
い
た
だ
き

ま
す
！

大雨や…

煙迷路や…

地震や…

大風などを
実際に
体験できます

栃
木
県
防
災
館
に
行
っ
て
み
よ
う
！

仰
角
45
度
以
外
は

逆
に
危
険
で
す

必
要
な
常
備
薬
や
ベ

ビ
ー
用
品
な
ど
、
日

頃
か
ら
ご
家
庭
で
話

し
あ
っ
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

そ
ろ
そ
ろ

掃
除
だ

ない場合はカーテンを

農機具、家財道具
の高台への避難

建物のチェック、
補修

ガラスへの飛散防止
フィルムの貼付

排水溝への
水のうの設置

2m以
上

台風対策

補
償
内
容
は
十
分
で
す
か
？

台
風
な
ど
の
自
然
災
害
は
、

総
合
共
済
で
の
み
の
補
償
と

な
り
ま
す
。

今
一
度
ご
加
入
内
容
を
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

令和４年度 支払い状況

　災害で、被災地への通信がつなが
りにくい状況になった際に伝言を残せ
る「声の伝言板」です。

171
伝 言

再 生

再 生

伝 言

心配して
います 無事だよ

171災害用伝言ダイヤルを
知っていますか？

毎
月
１
日
と
15
日
に

試
す
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
！

棟数（棟）

64

205

880

330

共済金（円）

584,169,072

74,539,968

155,796,834

72,112,015

原因

火災

自然災害

落雷

その他

45°
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農 作 物 共 済園芸施設共済
　

８
月
下
旬
よ
り
、
水
陸
稲
の
損
害
評
価
が
始
ま
り
ま
す
。

　

共
済
事
故
が
発
生
し
て
い
る
場
合
は
、
集
落
の
損
害
評
価
員
等
へ
被
害
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

被
害
調
査
で
は
損
害
評
価
員
等
が
作
付
耕
地
の
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

必
ず
刈
取
り
前
に
被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

損
害
評
価
が
始
ま
り
ま
す

令
和
５
年
産
水
陸
稲
の

　

毎
年
日
本
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
す
台
風
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
６
月
の

台
風
２
号
の
影
響
で
線
状
降
水
帯
が
発

生
す
る
な
ど
、
早
く
も
大
き
な
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

万
全
の
対
策
で
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備

え
ま
し
ょ
う
！

万
全
で
す
か
？

台
風
対
策
は

ハウス補強の一例  間口6ｍ×奥行50ｍで試算

カンヌキで妻面を守る

　風水害、獣害、虫害、鳥害、土
壌湿潤害、その他気象上の原因と
なる災害等　
※肥培管理の粗放や防除の不備
などによる減収分は、分割評価と
なりますのでご注意ください。

　共済事故による減収量と、それ以外の原因による減収量を分けて評
価することです。
　肥培管理や防除の不適切等が認められた場合、「この原因が無けれ
ばあとどれくらい収量が見込まれたか」を見積もり、その分について減
収量を分けて評価します。

風水害・干害・冷害などの自然災害

その他気象上の原因による災害鳥獣害・病虫害

対象となる共済事故

被害申告のポイント

❶ 

収
穫
前
に
、
対
象
と
な
る
共

済
事
故
が
あ
る
か
作
付
耕
地
を

見
回
り
、
生
育
状
況
や
被
害
の

有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

❷ 

ご
自
身
の
加
入
方
式
を
確
認

し
、
補
償
割
合
を
下
回
る
減
収

が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
損
害

評
価
員
等
へ
被
害
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。
補
償
割
合
は
送
付

さ
れ
て
い
る
納
入
通
知
書
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 

必
ず
刈
取
り
前
に
被
害
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。
収
穫
後
の

評
価
は
補
償
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ほ
場
に

イ
ノ
シ
シ
が

入
っ
た
！

こ
れ
は

「
獣
害
」だ
な

刈
り
取
り
た
い
け
ど

ガ
マ
ン
ガ
マ
ン…

記
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
ね

被
害
が

あ
っ
た
ん
だ
よ…

野 帳

評
価
員
な
ど

　令和６年産より白色・青色申告帳簿による全相殺方式での加入を希望されている場合は、収穫量の記帳
と保存が必要となりますのでご準備をお願いします。

帳簿全相殺方式も始まりました

分割評価って？

H30(2018)

過去5年間の、最初に関東へ接近した台風

6月11日
台風5号

R1(2019)
6月28日
台風3号

R2(2020)
9月24日
台風12号

R3(2021)
7月27日
台風8号

8月13日
台風8号
気象庁HPより

過去5年間の本県の園芸施設共済台風被害

組合員数（人）
棟数（棟）

支払共済金(円)

7月
2
2

55,348

8月
50
62

2,879,735

9月
258
420

29,042,269

10月
978 
2,620 

456,696,541

　ハウスの妻面を強風から守る部材です。ハウ
スでは強風によりドアが破られ、風が内部に入
り込むことで全体が吹き上がるケースが多く、
妻面は被害が拡大しやすい部分です。
　ドアの裏側からカンヌキを設置
し、妻面を補強しましょう。

アンカーで吹き上がりを防止
　簡単に後付けできる補強杭で、ハウスの吹き
上がりを防止しましょう。
　専用の打ち込み金具を使ってハウスアンカー
を設置し、ワイヤーをハウス内に通し
ます。

バンドでトラスハウス並みの強さに
　平行構造のハウスを、トラス構造へ
と補強できる後付け部材を活用しま
しょう。
　従来の十字傾斜金具の他に、バン
ド状の商品も発売されています。

内部補強金具の設置
　側面の風からハウスを守る、内部補強金具を
活用しましょう。
　簡単に設置ができ、使用しないときは外して
内部の空間を確保できます。

1棟／0.9万円　坪当たり100円

1棟／8.2万円　坪当たり900円

1棟／6.6万円　坪当たり735円

1棟／13万円　坪当たり1,450円

引抜強度

60
アップ！

％

耐風強度

16
アップ！

％

耐風強度

30
アップ！

％

耐風強度

20
アップ！

％

耐雪強度

20
アップ！

％

R4(2022)

渡辺パイプ株式会社「Rakuchin 日本の農業・施設園芸総合カタログ2020」より抜粋

❸ 

損
害
評
価
野
帳
と
立
札
を
損

害
評
価
員
等
か
ら
受
け
取
り
、
野

帳
に
災
害
の
発
生
日
、
災
害
名

等
の
必
要
事
項
を
記
入
し
損
害

評
価
員
等
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

❹ 

評
価
日
ま
で
に
、
被
害
耕
地

に
立
札
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

風
雨
で
飛
ば
さ
れ
た
り
、
文
字

が
消
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

ビ
ニ
ー
ル
で
覆
う
な
ど
し
て
、

道
路
側
に
目
立
つ
高
さ
で
立
て

て
く
だ
さ
い
。

立
札

さ
ぁ
評
価
だ

分
か
り
や
す
い
な

評価員など

年産 損害通知書 兼 野帳（半相殺方式）

地区名

種名
災害の
種　類
※

獣害 120◯月◯日

月日 月日 %kg

災害の
種　類 肥培管理

良・不良

良・不良

良・不良

良・不良

災害の
発生月日
※

申告単収
（kg/10a）

※

評価
月日

組合員等記入欄 評価者記入

分割
事由

分
事

ヒカリ

ヒカリ

ヒカリ

小地区名 組合員コード 組合員等氏名

12345678 共済 太郎 印共済
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収 入 保 険

収入保険支払状況（6月30日現在）

※保険期間開始日が、法人：R3/4/1～ R4/3/31  個人：R4/1/1の契約数合計

※保険期間開始日が、法人：R4/4/1～ R5/3/31  個人：R5/1/1の契約数合計

令和3年度加入者

支払対象

支　払　額

2,742経営体

令和4年度加入者 3,009経営体
27億3,035万円

（約5割が
  該当しました）

（前年比110%）

1,345経営体

加 入 者 の 声

　3か所14棟のハウスできゅうりやトマト、ミックスレタスなどを栽培
し、佐野市フルーツ街道沿いの自家直売所「上杉農園」などで販売し
ています。
　加入2年目である令和3年は、収穫作業などを担っていた家族の病
気が影響して人手不足となり、作業が間に合わず収穫量が減少しまし
た。令和4年は作物に病気が発生して例年の35％減の収穫量となり、
いずれも支払い対象となりました。
　収入保険に加入していなかった場合面積を減らさざるを得なかった
ので非常に助かりました。保険金が支払われるのが収入の少ない春先
になる点も嬉しいですね。

加入して
とても助かりました

阿久津 和広さん（60歳）
あ   く     つ     かず ひろ

日光市町谷

主食用米10.6ｈａ、飼料用米6.6ｈａ、
加工用米1.3ｈａ、六条大麦4.3ｈａ

塩谷町船生

主食用米8ｈａ、
飼料用米7.1ｈａ

阿久津 純平さん（33歳）
 あ    く 　つ　 じゅんぺい

佐野市免鳥町

野菜2.8ｈａ

上杉 操さん（63歳）
うえ  すぎ  みさお

　塩谷町の「杉屋農産」に全量出荷しています。社長より「控除など
で有利になる」とのアドバイスを受け、8年前の就農時より青色申告を
行っています。令和4年は米価下落の影響が大きく、支払い対象に
なりました。
　営農する上では、資材費高騰や米価が不安定な点が心配です。自
分一人での作業なので、けが等で作業ができない場合にも心強い保
険だと思います。
　収入保険制度でも共通申請サービスが始まっていると聞いていま
す。自動継続割引と合わせて3,200円の割引になりますので、始めた
いと考えています。

割引もあり、
心強い保険です

　令和4年は米価下落と水稲の倒伏、麦の赤かび病などが原因で支
払い対象となりました。自分で思っていた以上に保険金が支払われた
ので一安心しています。
　決算書を外部に見せねばならない点に抵抗がありしばらく加入を見
合わせていましたが、昨今の米価下落を受けて令和4年に加入しまし
た。加入初年の積立金が多く保険料等が高額になるイメージでした
が、農作物共済で支払っていた掛金等を充てることでまかなえるので
納得して加入しています。
　自身や家族が病気などで営農できなくなった際にも、収入が下が
れば補填金が支払われる点も魅力だと思います。

魅力的、納得な
保険です

主な支払い要因は
・水稲や野菜等の価格の低迷
・令和4年6月下旬の高温
・令和4年8月中旬から9月
上旬の日照不足
などとなっています。

　NOSAIでは、法令遵守の観点
から、不祥事の未然防止と引受事
務の適正化を図るため、掛金等の
納入については口座振替による納
入を強くお願いしています。
　口座振替を利用されますと、支
所や金融機関に出向く必要がな
く、自動的に掛金等が振り替えら
れるので、納め忘れもなく便利で
す。口座振替の申し込みは簡単な
手続きで済みますので、最寄りの
支所までお問合せください。

国からの指導により、令和５年度から

となりました。
現金での掛金納入は原則として廃止

栃木県農業共済組合 新規採用職員 募集案内

履歴書のダウンロードはNOSAIとちぎホームページから
https://www.nosai-tochigi.or.jp/

１．職種及び採用人数
一般総合職…若干名

４．応募受付期間

２．応募資格
・平成10年4月2日から平成18年4月1日までに
生まれた者。
・県内に現住所を有する者または、採用後に県
内へ転居する者。
・普通自動車運転免許を有する者
 （令和6年3月31日までの取得予定者を含む）。
・地方公務員法に規定する欠格条項に該当しな
い者。

３．応募書類
①NOSAIとちぎホームページに掲載の履歴書
　（最近3ヵ月以内の顔写真貼付） 
②卒業証明書（卒業見込証明書） 　③成績証明書
※高等学校新卒者
　履歴書・調査書ともに、全国高等学校統一応募用紙
　をお使いください。

令和5年9月29日（金）【必着】
郵送による申込みとし、9月29日（金）に到着し
た分まで受付。
※封筒の表に「受験申込」と朱書きし、簡易書留
郵便等の配達記録が残る確実な方法で郵送し
てください。

登録用紙の一例

6．採用試験の日時・場所等
（１）試験期日

（２）試験会場

第1次試験 令和5年10月13日（金）
　　　　　教養試験・論文試験・適正検査
第2次試験 令和5年10月下旬
　　　　　個別面接法による試験
宇都宮市下平出町前表319番地1
栃木県農業共済組合  本所
（状況により変更になる場合もあります。）

5．申込先
〒321-0903 栃木県宇都宮市下平出町前表319番地1
栃木県農業共済組合  総務部総務課  宛

7．採用者の決定及び通知
第1次試験の合否については、第2次試験の案内と合わ
せて郵送にて通知します。

8．勤務地及び主な業務内容
県内、本所・各支所勤務。農業保険法に基づく政策保険
制度の運営業務。

9．その他
不明な点は栃木県農業共済組合総務部総務課（渡辺、栃
木）までお問い合わせください。 TEL028（683）5531
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し
て
地
域
住
民
の
見
守
り
活
動
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
移
植
前
の
苗
に「
寒
い
中
よ
く

頑
張
っ
た
ね
」と
声
を
か
け
る
と
、

露
が
日
光
を
反
射
し「
ど
う
い
た

し
ま
し
て
」と
応
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
農
業
も

社
会
生
活
も
一
人
で
は
で
き
ま
せ

ん
。
周
囲
の
皆
さ
ん
に
育
て
て
い

た
だ
い
た
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
少
し
で
も
お
返
し
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
家
は
４
０
０
年
間
、
さ
く

ら
市
で
農
業
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
農
業
は
食
物
の
供
給
以
外
に

も
、
治
水
や
生
態
系
の
維
持
、
環

境
保
全
な
ど
の
重
要
な
意
味
の
あ

る
産
業
で
す
。
家
族
の
理
解
と
協

力
を
得
な
が
ら
、
伝
統
を
未
来
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

400年の伝統を未来へ
　
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
２ 

ha
作
付
け

し
、 

Ｊ
Ａ
し
お
の
や
と
市
内
米
穀

店
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
大
型
機

械
を
用
い
る
作
業
は
夫
に
任
せ
、

主
に
育
苗
や
施
肥
管
理
、
乾
燥
、

出
荷
や
青
色
申
告
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
氏
家
地
区
の
総
代
と
支
所
総
代

連
絡
協
議
会
の
委
員
を
２
期
務
め

て
い
ま
す
。
総
代
会
は
組
合
運
営

の
方
向
性
を
決
め
る
重
要
な
場
で

す
。
し
っ
か
り
と
議
案
書
を
読
み

込
み
、
支
所
で
行
わ
れ
る
事
前
説

明
会
に
も
参
加
し
て
会
議
に
臨
む

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
に
収
入
保
険
制
度
に

加
入
し
ま
し
た
。
氏
家
税
務
署
の

Ｐ
Ｒ
を
受
け
、
10
年
以
上
前
に
簡

易
青
色
申
告
を
始
め
て
い
ま
し

た
。
加
入
前
か
ら
興
味
の
あ
る
制

度
で
し
た
が
、
昨
今
の
米
価
下
落

を
受
け
、
加
入
し
て
い
て
良
か
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
地
域
貢
献
と
い
う
意
味
で
、
就

農
前
に
取
得
し
た
グ
リ
ー
ン
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
の
資
格
を
活
か
し
、
県
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
市
の
サ
ロ

ン
な
ど
に
所
属
し
、
民
生
委
員
と

さ
く
ら
市
桜
野

水
稲
２
ha

鈴
木 

羊
子
さ
ん

す
ず
　   

き
　
　
　  

よ
う
　
　 こ

立っているのが私です

夏に収穫できる野菜には、暑さを乗り切る栄養素がたっぷり含まれています。
お好みで納豆やとろろ、マグロなどにかけてもＧＯＯＤ！ポイント

食 卓 に も う 一 品

2
モロヘイヤの水気を絞る。材料をす
べてみじん切りにする。食感を出し
たい場合は粗みじんに。

沸騰させたお湯に、おくらとモロヘイ
ヤを入れる。１分ほど茹でたら鍋から
出し、流水で冷やす。

1 3
塩と白だしを加え、モロヘイヤのね
ばねばが出るまで混ぜて完成！

　有限会社那須野物産が運営する「ココロオドル直売所」です。
新鮮野菜や日本各地の美味しいが揃った「ストア」、本格ランチが
楽しめる「キッチン」、テイクアウトドリンクが充実した「テイクア
ウトカフェ」が併設されています。
　ストアでは自家製の琥珀糖やクッキー、焼売や漬物も販売して
います。夏には店舗併設の農場で収穫されたブルーベリーも並び
ます。（代表取締役　新保祐一さん）

ベリー農場Ｍａｒｃｈｅ 那須塩原市一区町257

ねばねばの夏野菜を使った美味しい万能だれ。
ごはん、冷ややっこ、そうめんなどとの相性も抜群！暑さに負けない体を 　　　　材料（3～4人前）

●モロヘイヤ････････････････ 50g
●おくら････････････････････ 60g
●みょうが･･･････････････････ 3個
●大葉･････････････････････ 10枚
●しょうが･･･････････････････ 30g
●白だし･･･････････････････ 50ml
　（だし巻き卵で使うくらいの濃度に希釈）
●塩････････････････････････ 少々

薬味モロヘイヤアレンジ自在！

作 り 方

・  ・・・
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佐野市船越町

金原 和男さん（71歳）
  かなはら  かず お

1

宇都宮市若松原

中村 純子さん（50歳）

2

 なかむら  じゅんこ
大田原市寒井

渡辺 一広さん（64歳）

3

 わたなべ  かずひろ

●
若
山
農
場
の
カ
フ
ェ
・
レ
ス

ト
ラ
ン
が
オ
ー
プ
ン
予
定
と
の

こ
と
。
ぜ
ひ
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

〔
宇
都
宮
市
平
松
本
町
　男
性
〕

●
建
物
共
済
の
支
払
額
の
仕
組

み
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
勘

違
い
し
て
い
た
所
も
あ
っ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
情
報
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

〔
日
光
市
猪
倉
　女
性
〕

●
県
内
の
農
業
高
校
の
活
動
が

分
か
り
、
楽
し
み
で
す
。

〔
市
貝
町
赤
羽
　女
性
〕

●
那
須
烏
山
市
の
中
山
朱
香
さ

ん
の
表
情
が
す
ば
ら
し
い
で
す

ね
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

〔
さ
く
ら
市
早
乙
女
　女
性
〕

●
産
者
三
養
の
記
事
を
読
み
、

夢
と
希
望
を
も
っ
て
い
き
い
き

と
前
向
き
な
姿
に
感
動
し
ま
し

た
。〔
大
田
原
市
須
佐
木
　男
性
〕

●
先
輩
方
か
ら「
１
年
は
早
い
」

と
よ
く
聞
き
ま
し
た
が
、
自
分

も
そ
う
感
じ
る
年
に
！
今
年
も

頑
張
り
ま
す
。

〔
那
須
塩
原
市
鍋
掛
　女
性
〕

●
そ
ば
の
実
シ
ウ
マ
イ
お
い
し

そ
う
で
す
ね
。
食
べ
て
み
た
い
で

す
。
レ
シ
ピ
は
参
考
に
な
り
ま

す
。〔
那
須
烏
山
市
向
田
　男
性
〕

●
黄
味
じ
ま
ん
卵
の
こ
だ
わ
り

に
、
味
わ
い
た
く
な
り
ま
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
の
解
説
が
い
い
で

す
ね
。〔
栃
木
市
岩
舟
町
　男
性
〕

●
農
機
具
の
進
化
で
、
若
人
の

力
が
必
要
と
な
る
世
の
中
に
な

り
ま
し
た
ね
。
栃
木
県
民
の
健

康
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

〔
佐
野
市
秋
山
町
　女
性
〕

の

みん

声
な

前号の答え・ウ

ア
①ｰ

Ⓒ
、②ｰ

Ⓑ
、③ｰ
Ⓐ

イ
①ｰ

Ⓑ
、②ｰ

Ⓒ
、③ｰ

Ⓐ

ウ
①ｰ

Ⓒ
、②ｰ

Ⓐ
、③ｰ

Ⓑ

63 3 21 090 3
栃
木
県
農
業
共
済
組
合

　
　
　
　企
画
情
報
課 

行

宇
都
宮
市
下
平
出
町
前
表
319-1

答え

●ご住所
●氏名
●年齢
●電話番号
●広報紙の感想や
　イラストなど

しめきり 令和5年9月30日 当日消印有効

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
回
答
受
付
中
！

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
９
名

の
方
に
、17
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た「
ベ

リ
ー
農
場
Ｍａｒｃ
ｈｅ
」の「
ギ
フ

ト
セ
ッ
ト
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

斗葵くん（3歳）左 心葵ちゃん（4歳）右
   と　あ　　　　　　　　こ    あ

A

維那ちゃん（3歳）左 愛緒ちゃん（0歳）右

   ゆい  な　　　　　　   　あ   お

B

※当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。
※写真はイメージです。

柊空ちゃん（2歳）
　　　　   と    あ

C
畑のお手伝い
大好きよ

笑顔がそっくりです

■Ｑ 

熊
田
西
集
落
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
養
蚕

が
盛
ん
な
地
域
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
中

山
間
地
に
位
置
し
て
い
ま
す
が
、
豚
熱
が
影
響

し
て
い
る
の
か
こ
こ
２
〜
３
年
は
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
獣
害
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
10
名
以
上
の
有
志
に
よ
る「
ソ
バ
会
」が
あ

り
、
収
穫
後
に
は
地
域
住
民
に
打
ち
立
て
の
ソ

バ
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

■Ｑ 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て

　
広
報
紙
の
配
布
や
水
稲
共
済
、
建
物
共
済

の
と
り
ま
と
め
を
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
は

幸
い
被
害
申
告
が
な
く
、
評
価
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
自
治
会
長
も
務
め
て
お
り
集
落
の
方

は
顔
な
じ
み
で
す
が
、
責
任
感
を
も
っ
て
職
務

を
全
う
し
て
い
き
た
い
で
す
。

■Ｑ 
営
農
の
上
で
の
抱
負
は
？

　
山
か
ら
の
清
水
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、

食
味
の
よ
い
お
米
が
で
き
る
地
域
で
す
。「
お

い
し
い
よ
」の
声
を
聞
く
と
や
は
り
嬉
し
い
で

す
ね
。

　
農
家
数
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
先
祖

代
々
の
土
地
を
守
り
、
環
境
保
全
と
健
康
維
持

を
兼
ね
て
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

米作りで環境保全、健康増進

作業日誌で計画的な営農を

かわ  かみ      ひさ　お
くま　だ

那須烏山市熊田  川上 久男さん（66歳）
水稲38a

共済部長、評価員2年目

■Ｑ 

経
営
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
水
稲
で
は
と
ち
ぎ
の
星
を
メ
イ
ン
に
19 

ha

を
作
付
け
し
、
祖
母
井
地
区
の
株
式
会
社
森
商

店
に
全
量
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
青
色
申
告
１
年
目
で
、
令
和
６
年
か
ら
収

入
保
険
制
度
に
加
入
す
る
予
定
で
す
。
最
大
65

万
円
ま
で
控
除
さ
れ
る
点
な
ど
に
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
て
い
ま
す
。

■Ｑ 

営
農
す
る
う
え
で
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
？

　
昭
和
57
年
に
栃
木
県
農
業
経
営
コ
ン
ク
ー

ル
普
通
作
物
部
門
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
励
み
に
50
年
ほ
ど
作
業

日
誌
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　
ほ
場
が
交
通
量
の
多
い
道
路
に
面
し
て
い

ま
す
の
で
、
交
通
事
故
や
ケ
ガ
に
気
を
付
け
て

作
業
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

■Ｑ 

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て
一
言

　
適
正
な
米
価
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
県
に

は
も
っ
と
県
産
の
お
米
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

　
高
機
能
な
作
業
機
械
が
ど
ん
ど
ん
発
売
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
価
格
も
上
昇
し
て
い
ま
す
。

必
要
な
機
械
が
す
ぐ
に
買
え
る
時
代
に
戻
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

水稲19ha、小麦7.3ha、大豆6.2ha
共済部長通算18年目

とよ　 だ         ひさ   かつ

芳賀町下延生  豊田 　克さん（79歳）
しも    の      ぶ
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N

294

294

72

28

奈良
川

黒川

菖
蒲
川

那須芦野・石の美術館 STONE PLAZA

岩倉右大臣歌碑

べこ石の碑
峯岸館兵従軍之碑

光明真言 三百萬遍の石仏

諭農の碑
板屋の一里塚

那須町 芦野支所
建中寺

上の宮神社

熊野神社

三光寺
最勝院

那須歴史探訪館

館山城跡説明板
芦野氏旧墳墓

遊行柳
遊行庵
農産物直売所

3

～遊行柳～
那須町芦野

ゆ    ぎょう  やなぎ

遊
行
庵
農
産
物
直
売
所

　
新
鮮
な
朝
採
り
野
菜
や
お

米
な
ど
を
扱
う
地
産
地
消
の

直
売
所
で
す
。
芦
野
地
区
は

国
道
２
９
４
号
沿
線
に
位
置

し
、
古
く
は
宿
場
町
と
し
て

栄
え
ま
し
た
。
寺
社
も
多
く
、

歴
史
散
策
の
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア「
遊
行
会
」に
は
10
名
以
上

が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
遊
行
庵
へ
の
出
店
者
は
約
20

名
。「
生
産
者
の
顔
が
見
え
る

直
売
所
」で
す
。
夏
季
は
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
き
ゅ
う

り
な
ど
の
青
物
野
菜
が
並
び

ま
す
。
併
設
の
中
華
料
理
店

「
あ
し
の
食
堂
」で
は
ラ
ー
メ
ン

が
人
気
。
夏
季
は
冷
や
し
中

華
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

編 集 後 記
　「NOSAIとちぎNo.26」の編集も無事終わりました。
　「芦野の里の田植え祭り」は日曜日開催。せっかくなので、母を連れて一時間半の
ドライブがてら、取材に行ってきました。
　ほ場にはアマチュアカメラマンの方が大勢待機。農耕馬の親子が登場すると歓声が
あがっていました。仔馬は母馬の後ろを離れず、ずっと寄り添って歩いていました。
　「親孝行したい時には親はなし」と言いますが、母とのちょっとしたお出かけも増
やしていきたいなと思いました。

1

2

1…遊行柳 ／ 2…農耕馬による代掻き ／ 
3…地元有志と子ども達 

●住 那須町芦野2584-3
●営 8：00～15：00
●休 火曜日
　（1～3月中旬は土日祝のみ営業）
☎ 0287-74-1061

「
田
一
枚

　 

　
植
ゑ
て
立
ち
去
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
柳
か
な
」

　
那
須
町
芦
野
の
上
の
宮
神
社
。

参
道
入
り
口
に
あ
る
柳
の
名
木

の
下
で
、
松
尾
芭
蕉
が「
お
く
の

ほ
そ
道
」で
詠
ん
だ
一
句
で
す
。

　
こ
の
柳
と
周
囲
に
広
が
る
田

園
風
景
は
、
古
く
か
ら
能
楽
や

謡
曲
の
題
材
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
き
た
名
所
で
す
。
古
く
は
平

安
時
代
末
期
の
西
行
法
師
、
近

世
で
は
与
謝
蕪
村
も
歌
を
詠

み
、
そ
れ
ぞ
れ
歌
碑
・
句
碑
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　
数
あ
る
歌
の
中
で
も
有
名
な

の
が
、
冒
頭
の
江
戸
時
代
前
期

の
俳
人
、
松
尾
芭
蕉
の
一
句
で

す
。「
尊
敬
す
る
西
行
法
師
も
訪

れ
た
遊
行
柳
。
木
陰
で
感
慨
に

ふ
け
っ
て
い
る
と
、
早
乙
女
た
ち

が
一
枚
の
田
植
え
を
終
え
て
い

た
。
我
に
返
っ
て
、
自
分
も
こ
こ

を
立
ち
去
ろ
う
」と
い
う
意
味

で
、
初
夏
の
の
ど
か
な
田
植
え
の

風
景
、
木
陰
の
爽
や
か
な
風
、

こ
れ
か
ら
も
続
く
長
い
道
中
を

感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
一
句
で
す
。

　
６
月
４
日
に
は
芦
野
の
里
づ

く
り
委
員
会
の
主
催
で「
芦
野

の
里
の
田
植
え
祭
り
」が
４
年
ぶ

り
に
開
催
。
代
掻
き
に
は
農
耕

馬
の
親
子
が
登
場
し
、
地
元
有

志
や
子
ど
も
達
が
か
す
り
の
着

物
に
赤
い
た
す
き
、
白
い
て
ぬ
ぐ

い
の
早
乙
女
と
な
り
、
賑
や
か

に
手
植
え
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
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